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最重度・重度精神発達遅滞者の手続き能力とその変化
―精神発達遅滞施設における25年間の経過観察を基に―
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　　　Aretrospective　study　on　procedural　ability　acquired　by　residents　in　a　facility　fQr　profQund　and　severe

inental　retardation　was　conducted　by　dividing　the　subjects　tQ　a　high－rank　group　and　a　low・rank　grQup　on　the

basis　of　behavior　survey　charts．

　　　Withdrawal　behavior，　impulsive　behavior，　autistic　behavior　consisting　of　self・inHicted　illjuries　and　oral

habits　decreased　among　the　residents　in　the　high・rank　group，　and　with　respect　to　antisocial　behaviQr，

undirected　excitement　and　attacks　decreased，　and　object　relations　were　acquired，

　　　Age・relateCl　changes　became　marked　beyond　50　years　The　high・rank　group　had　acquired　motor　ability

and　endurance，　and　even　at　65　years　their　olガect　relations　were　maintained　with　spontaneous　participatioll　in

groups．　The　low・rank　grQup　had　developed　gait　disΩrders　allCl　vision　disorders，　and　motor　ab｛lity　and

e：idurance　were　poor．　When　they　reached　65　years，　their　capacity　for　interpersonal　relations　deteriorated，　and

grotlp　aCljustment　was　poQr，　At　an　advanced　age，　ma町of　the　subjects　in　the　vigorous　high－rallk　group　had

self・centered　personalities，　while　rnahy　of　the　subjects　in　the　physically　mfit　low・rank　grQup　had　dependent

personalities．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　　This　shows　that　the　diagnosis　Qf　mental　retardation　requires　evaluation　of　procedural　acquisition　capacity

over　many　years　and　that　illtelligence　scores　should　not　be　over－rated，　as　has　tended　to　be　the　case．　Shinsh”

Med／47’2ヱー－31，ヱ999

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　for　publication　September　2，1998）
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h

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る能力を持つ者もいて，非言語的な交流は訓練によっ

　　　　　　　　　　　　　1　はじめに
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て変化する可能性がある。従来の知能指数を重視した

　最重度・重度精神発達遅滞煮は言語能力が乏しい。　　評価と違って，適応行動の概念に注目する動ぎがあり，

感情表出手段も乏しいが，中には人の感情を受け止め　　その評価スケールの検討が行われている1）”4｝。このよ

別冊請求先：長峯　清英　〒381－1231　　　　　　　　うな場合・適応行動に注目する評価によって得られる

長野市松代町松代183長野松代総合病院精神神経科　　　所見の多いことが期待される。
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表1　療育手帳の判定基準

一渡（最重度） 二度（煎度）

知能測定値
知能指数および，それに該罰する

ﾙ数がおおむね〔｝～19の三者

知能指数および，それに該当する

w数がおおむね2〔［～34の者

知能能力 文：i’：，数の理解力の全くない瀞 文字，数の理解力の僅少ない者

職業能力

簡単オ£手伝い蹴どの作業も不可能

ﾈ欝，持に成人については，職業

¥力がない者

簡単な手似いや使いは可能な者，

ﾁに成人については，庇護’された

ﾂ塊のもとで，単純作業が可能な

ﾒ

社会性

　　　　噂「
ﾎ人関係の理解の不熊な者，特に

ｬ人については，祉会愈活の革能

ﾈ者

集卜」伯勺行動のほとんど不能な者，

ﾁに成人にっいては，社会生活の

｢難な者

意思疎通 欝詔がほとんど不能な者 言語がやや可能な者

身体的健康 特別の治療，看護が必嬰な者 　　　　　　「ﾁ別の保護を必要とする者

日常行動

口常行動に異常および特異な性癖

ｪあるため特別の保護指導が必要

ﾈ者

目常生活に異常があり，常時注意

ﾆ指導が必要な者

基本的生活
身辺生活の処理が鰍とんど不可能

ﾈ者

身辺玄L酒の処理が｝イ「1分的にしか可

¥でない者

　われわれは公立の施設で25年間にわたって，当園入　　た。平成9年4月の時点で一ヒ位グループに属するのは

所暫に対し作業活動を通じて，集団参加の訓練を行v．）　　49名｛男性26名，女性23名，平成9年における平均年

てきた。各園生は醤葉はほとんど使えないものの，さ　　齢諜45土7。2（標準偏差）｝，下位グループに属するの

まざまな個性を持・・ていて，作業を媒介としつつ手の　　は48名｛男性23名，女性25名，平成9年における平均

動作能力を獲得していった。乎の動作能力を獲得する　　年齢＝47±7．3（標準偏差）｝であった。

瓢麗需影物惣簾痔譲　　　・方法
いてある種の社会性を持つグルー一一プに分かれている。　　A　行動特徴たついて

残念なことに公の事情から平成m年3月をもって施設　　　平成9年4月の時点において，性格のゆがみと行動

の訓練科は廃止となったが，この機会に欝葉を持たな　　異常に関係した不適応行動を測定する適応行動尺度第

い人間が集団参加の手段として乎の動作能力を獲得し　　二部領域標準点（、ヒ記ABSの第二部：問題行動を評

ていく25年間にわたる経過をまとめた。　　　　　　　　価しており，低得点である程問題行動が多い）を基に

　　　　　　　　　II対象　　驚襟騰難㍊歴難鷺謡
　研究対象は東京都八王子福祉園の入所者で昭和47舘　　た行動）のうち，かんしゃく，対物・対人攻撃，反社

4月から平成9年4月まで25年間にわたって追跡調査　　会的行動，常同行動，特殊な姿勢，口に関する習慣，

のできた97名（男性：49名，女性：48名）である。な　　特殊な習慣，自傷，過動，異常な性的行動，情緒不安

お，知能障害を中心どした障轡の重さをみると，この　　定，逃避行動に注目した。さらに積極的集団参加につ

97名はそれぞれに最重度（一度）が49名，重度（こ二　　いて，職員の誘導がなくても自発的に集団に参加でぎ

度）が48名であった。（表1）　　　　　　　　　　　　る園生数を調査した。なお数値上の変化はX2検定に

　ところで，評価の基準にした適応行動尺度　　よって有意差をみた。　　・

（Adaptive　Behavior　Scale）1｝”3｝とは，最重度・重度　　B　25年間の行動特徴変化について

精神発達逓滞者が周りからの社会的要請に合致する行　　　平成9年4月時点で，50歳から65歳の上位グループ

動をとれるか否かを測るものである。これを用いて，　　と下位グループそれぞれに行動特徴について，入所時

園生の手続ぎ技能と習慣を測る第一部領域標準点｛適　　昭和47年からの変化を調べた。

応行動尺度（ABS）の第一部：主に自立能力，生活　　C　性格について

技能を評価する｝を測り，平均5点以上の園生を上位　　　上位グループと下位グループの性格特徴5）r7）の差異

グループ，平均が3点以下の園生を下位グループとし　　およびその経年的変化を，入所時の昭和47年から平成
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鍛重度・魚度精神発達遅滞者の手続き能力とその変化

表2　適応行動尺度第二部領域の行動特微

行動特徴 行動の例

暴力及び破壊的行動 1　おどしたり暴力を加えたりする

＊（かんしゃく） 2　自分の物を故意にいためる
＊（対物・対人攻撃） 3　他人の物を故恵にいためる

4　公共物を故意にいためる

5　気性が激しく，かんしゃくもちである
　　　・又ｽ社会的行動 1　ひとをいじめたり，ひとのうわさをしゃべりまわる

2　ボスになってひとな動かす

3　ひとの活動を妨害する

4　他人に対する思いやりがない

5　ひとの物を大切にしない

6　汚いことばや敵意に満ちたことばを使う

7　許可なく，ひとの物を持ち出す

8　嘘をついたり，ごまかしたりする

反抗的行動 1　きまりを無視する
＊（逃避行動） 2　指示や要請，命令に従うことを推む

3　指導者に対して，生恵気で反抗的な態度を示す

4　きめられたことに遅れたり，さぼったりする

5　逃げ幽したり，逃げようと試みたりする

6　集団の中で，良くない行いをする

自閉性 1　極度に肉閉的で，金く動きがない

2　自閉的ではあるが，いくぶん動きがある

3　引っ込みがちで，恥ずかしがりである

＊常同行動と風変わり 1　常同行動がある
な癖 2　特殊な姿勢や風変わりな癖がある
＊（特殊な姿勢）

異常な醤慣 1　希癖がある
＊（口に関する習慣） 2　口に関した悪い習慣がある
＊（特殊な習慣） 3　自分の衣類をみだりに脱いだり，引き裂いたりする

4　異常な脅慣や傾向がある

＊自傷行為 1　自傷行為がある

＊過動傾向 工　過動傾向がある

＊異常な性的行動 1　適当でないところで自慰にふける

2　適当でないところで，体を欝出する

3　同性愛的傾向がある

4　社会的に非難されるような異性愛的行動がある

心理的障轡 1　自分の能力を過大評価する傾向がある
＊（情緒不安定） 2　注意を素i豊にぎかない

3　欲求不満を，うまく処理しない

4　過度の注目や賞賛を求める

5　被轡悪識が強い

6　心気癒的傾向がある

7　その他の情緒不安定の徴候がある

9年4月にかけて分析した。　　・　　　　　　　　　位グループそれぞれの平成1年から平成9年に肇る

D　非言語的交流の変化　　　　　　　　　　　　　　AB＄評価点の変化を調べた。

　担当職員と園生との非言語的交流B｝’10｝i／l関しては，

訓傭動の手続き・・を糊手段として敵肪法がと　　　　N結果　、i

られた。言語以前の感情交流を育てるためには，身振　　　施設開設当初は，職員との疎通性もとれない園生が

り，表情だけでなく，リトミック，音楽を利用した遊　　多かったが，昭和58年から逃避行動が滅り，集団行動

びとダソス，園芸作業，手工芸，陶芸を表現媒体とし　　にまとまりが出てきた。昭和63年が最も作業活動参加

て週4回の訓練を続けた。その結果として，適応行動　　者が多く，その時期に疎通性を獲得した園生が多かっ

尺度（ABS）の第一部領域において非書語的交流に　　た。年齢が50歳を過ぎると，体力の低下が著しくなり，

変化がみられた身体的機能，仕事，自己志向性（持続　　足の動きが悪くなった。このような変化は，上位グル

性，自発性など），社会性につき，上位グループと下　　一プと下位グループで大きな差があった。本研究で検
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面、麟一，　討したξれそれの囎tlこついて・観察結果を以下に記

人数　　　　　　　　　　　　　　　　　幽下伽ループ　　す。なお，次に述べるA以下の対象は，方法における
3n

2Q

Io

o

・、，

c1

ぞ［憲∵り’1棄’層讐”－rl－1”…1∵　それぞれの行㈱についてみ・と・反社会的働

　　　　　　　　　　iiii　iiを示猪（・＝°・°°°2）eXF｛SZグループに比べて一ヒ位

剛蝿糠鰹鷺驕牒繍　た闘働瀦不糀鰍な魏逃断動・・つ
　　　ぎ焚韓動壽2覆　　ll蓬箇動　いては・両グ・レープ間で有意差はみられなかった・さ
　　　　　羅動　　　tli　　　　錫　　窺　　　らに口に関する習慣（p＝O．02），常同行動（p、＝＝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O．03）に関しては下位グループが上位グループに比べ

図1 ﾟ饗翻薦脇磁下位　億に多畝　
一　　　　　・p＜0．05　”p＜0．001　　　　　　　　　　B　25年間の行動特徴変化について（図2）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　異常な性的行動，対物・対人攻撃，かんしゃく，過

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1皿L位クルーブ
人数　　　　　　　　　　　　　　　　　團融グルづ　　　　　　　　　’ル　プの一　　　　’　　ならびに
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．．．＿．．．．t．．－t－＿．．．．＿．．．＿「＿．．T．．＿．＿．、．＿．T＿．ぴ蒜．＿，　　　表3　上位ク　ー　　行動特徴と性格，　　　L．

昭和47年入所曜　　i　i　i　i　i　i　i　　　　　　手続きと用具操作を獲得したもの

　…　：　i　i　…　i　i　i　…　i　F8　18i

　i・6iiii…lli　l　套…
蘭翻蔽：ll繭磁i－i・i
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働特誠蕩軽薔揉B獲鼠揚箒嬉難進
　　　し・会行な関な　　 な不的行
　　　や対的動姿す習　　性安集動　　　く人行　 勢る慣　　 的定団　　　　　攻　動　　　　　留　　　　　　　　行　　　参
　　　　　撃　　　　　　　　慣　　　　　　　　動　　　　加

　　図2　昭和47年の入所時と昭和58年4月ならびに

　　　　　平成9年4月における行動特徴

　＊印は行動特徴が減少あるいは増加したことを示す。

皿、1一麟i皇響1毒illii撚…i、、｝11…i扁liii

名前と年齢・

ｻ定
行動特徴と性格

手続き・用具の操

TK50歳二度
ﾄんかん合併

反祉会的行動

U撃的・強情

木槌・一輪車

TT51歳一度 口に関する習慣
墲ｪまま・注慧をひこ

､とする・自己中心的

木槌・一輪車

SK50歳二度 自傷行動
ｩ己申心的・わがまま

一輪車

JM50歳二度

@　1

かんしゃく

墲ｪまま

ハサミ・絵筆

TS61歳一度 反社会的行動 スコツプ・一輪車

NK58歳二度 常同行動

ｭ情

一輪車

IK57歳一度 性的行動
壕ﾓをひこうとする

バケツ

SY50歳一度 性的行動 粘土造形・二輪車

KY57歳二度
ﾄんかん合併

反社会的行動 一輪車・バケツ・

Xコップ

OY63歳一度 反社会的行動
轟bをひこうとする

二輪車

NT65歳二度
ﾄんかん合併

反社会的行動

@　　　　　1

平織り（織物操作）

SM50歳二度
ﾄんかん合併

情緒不安定

ｩ己中心的

粘土造形・金槌

AY63歳二度 かんしゃく・逃避行動
ｩ己中心的

一輪車・絵筆

UK50歳二度 自傷行動
墲ｪまま・自己中心的

バケツ

FC51歳二度 特異な習慣・くせ ハサミ・絵筆

KT55歳二度
ﾄんかん禽併

反社会的行動

ｩ己中心的

一輪車・編み棒
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最重度・重度精神発達遅滞者の手続き能力とその変化

動などの対象を認知する衝動的行動特微と逃避行動は，　易刺激性が滅少し，自己中心的性格（6名），攻撃的

上位グループにおいて入所時から昭和58年にかけ減少　　　（1名），わがまま（4名），注意をひこうとする（3

していた。口に関する翌慣，自傷は入所時から平成1　　名），強情（2名）などの性格が持続していた。その

年にかけて滅少した。反社会的行動，常同行動，情緒　　　中でも，入所時自己中心的性格で，常に周囲の人の泣

不安定ではほとんど変化がみられなかった。　　　　　　意をひこうとしていた園生1名は，担当職員の名前，

　職員の観察によると，昭和58年以降，損当職員と視　　あいさつ，自分の健康状態を手の動作と結びつけ，意

線を合わせることと，微笑み返しができるようになっ　　思伝達手段として獲得した。その結果，注意をひこう

ていた。なお，同時期，自傷が滅少した1名について　　とする意思が明確に伝わるようになり，日常生活が意

は，母親の態度が受容的になったことが変化の要因と　　欲的になった。

されていた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　下位グループでは性格上の変化はほとんどみられず，

　下位グループでは，自傷，じ1に関する習慣，常同行　　依存的性格（5名），臆病（1名），神経質（3名），

動にっいての変化がみられなかった。変化がみられた　　温和（2名），幼児的（2名）などの性格が持続して

のは，職員の介助で集団活動に興味を持った2名の逃　　いた。

避行動の消失であった。反社会的行動は下位グループ　　D　非言語的交流の変化

にみられず，職員と視線を合わせたり，微笑み返しも　　1　自己志向性（図3）

みられなかった。　　　　　　　　　　　　　　　　　ABS　一一部領域の標準点について上位グループの平

C　性格について（tc　3，4）　　　　　　　　　　　　均が平成1年では5．2点，平成9年で5．3点，下位グル

　平成9年4月の時点で，上位グループでは自己中心　　一プでは平成1年は2，9点，平成9年が2。6点であった。

的性格が多かった。下位グループでは依存的性格が多

かった。

昭和47年からの変化は，上位グループでは衝動性と　　　灘点　　　　　　　　　　　　　　　　卸罐
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　圧0
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長軍消英

　平成1向に比ぺると，平成9年4月の時点では持続　　　2　身体的機能（図4，5）

力のあるヒ位グループの園生は，乎続きと作業課題の　　　ABS一部領域標準点の平均は上位グループで平成

回的を理解できていた。そして職興の介助がなくても　　　1年38点，平成9年が36点，下位グループで平成1

自i三的に課題を楽しんでいた。特続1｛1のない下位グル　　年25点，平成9年が16点であったm

一プは，依葎的で職員の介助を必要とした。　　　　　　　ABSの標準点の変化をみると，平成1年から平成
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最鱒：度・重度精神発達遅滞者の手続き能力とその変化

　平成9年4月の時点では，上位グループは用興操fill　　　　　表5　知能指数と適応f了動尺度の比較

を学習すると，肉分の好きな用具を選ぶことができて，

その用具に名前があることを理解していた。訓練の時

間になると，自発的に取り組み，用具の後片づけまで

の一連の作業を行うことができた。木槌，一・一・輪車，二

輪車，絵筆，編み棒，織物機械操作の手続きが獲得で

きていた。声や身振りの要求乎段が職員に理解できぞ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　－tt噛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊Pく〔L（）5

時はよいが，理解できない時は反社会的行動，かんし

ゃくなどの問題行動がみられた。　　　　　　　　　　やりとりが活発で，1年間に平均144回の集団参加が

　下位グルー一プでは職員の言秀導で用具の操作を教えて　可能であった。入所時の無方向’iご1三の興奮・攻撃が，担

も，自分から自発的に操作する姿勢はみられなかった。　当職員や同僚の対象に向けられるようになっていた。

作業の手続きを獲得できなかったが，滑り台，トラン　　また好き。嫌いの感情が育っていて，対象には名前が

ポリソ，室内遊びなどはできた。　　　　　　　　　　　あるということを理解し，表情から感情を読みとる能

4　社会性（図7）　　　　　　　　　　　　　　　　力を獲得していた。少数の園生で庶嫉妬・思いやりの

　ABS　一一部領域標準点の平均は上位グループで平成　　感情が観禦された。

1年4．8点，平成9年が5。3点，下位グループで平成1　　　下位グループでは集団から逃避することが多く，1

年3」0点，平成9年が2，8点であった。　　　　　　　　年間の集団参加圓数ば平均72回であった。対象に対す

平成9年4月の時点で，上位グループでは職員との　　る要求の感情をみせず，自閉的で自分の身体に関する

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こだオPりカミ強かったo

麟点　　　　　　　　　　　　　　　瓢1羽　　E　知能指数（lntelligence　Quotient）による差異
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喪峯清英

の初期段階にある手の操作性を獲得することが重要と　　プの人に対しては上位グループに比べると体力維持に

雷われている12）。今回の観察では，ABSによる上位　　重点をおき，保護的に接した。

グループにおいては人の表晴から感情を読みとること　　　今回明らかになったように，50歳を過ぎると，老化

ができるが，言語に乏しいため，手続き獲得が集団参　　によって歩行障害や視力障害が出現しやすい下位グル

加に有効であった。そのような集団では非胃語的交流　　一プとその障害の比較的軽い上位グループに二分され

が成立していた。入所時20歳代であった上位グループ　　るようになる。Mossら17）とMossiti）et50歳以上の最重

の当園生でも手続ぎ能力の獲得できる可能性が示され　　度・重度精神発達遅滞の行動特徴についてABSを用

た。しかし，金ての園生に能力があるわけではなく，　　いて評価し，高齢になっても反社会的行動がよくみら

性格，行動特徴によって能力が制限されていだ：｛）。結　　れることは，社会的活動性が高く，理境に対する感受

果で示したように，上位グループの園生は対物・対人　　性に窟んだ能力であると主張している。また常同行動

攻撃，かんしゃく，反社会的行動が多く，人とのやり　　について，常岡行動を持つ自閉的な者は死亡率が高い

とりが可能であったが，気分変動があり自分の要求を　　が，高齢になっても元気でいる者に常同行動が少ない

通そうとして，それが何らかの要因でうまくいかない　　ことから，50歳以上の高齢の最重度・重度精神発達遅

と，反社会的行動やかんしゃくといった他人を巻き込　　滞者で外界に対する感受性を持つ者は，健康と機能を

む問題解決の方法をとりやすかった。しかし，反社会　　維持できる可能性があると述べている。

的行動，かんしゃくなどを行動特徴としてもっ園生は，　　Mossら17〕とMossls｝の研究は横断的な観察であるが，

かえって日常生活動作，集団生活にっいて比較的よい　　当施設において25年間の縦断的観察によると，上位グ

理解力を示した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　ループでは反社会的行動に関し，無方向性に興奮，攻

　50歳から65歳の上位グループでは，25年間の訓練活　　撃することが減り，興奮，攻撃の対象選択ができて，

動を通じて，職員との疎通性がよく保たれ，職員の表　　それが特定の職員，特定の園生，思いどおりに動けな

情からその感情を感じとり，自発的集団参加ができる　　い自分に対する不満に限られてぎた。そのため，余分

ようになっていた。最重度・重度精神発達遅滞者の表　　な生命力を使わなくなったことが高齢になっても元気

情認識の社会適応訓練については，McAlpineら14）が　　でいられる要因の一つだと思われる。これらのグルー

喜び，悲しみ，怒り，恐れ，驚き，嫌悪の6つの感情　　プでは逃避行動もみられたが，作業への興味や目的を

を表情から読みとる訓練を行い，効果があると報告し　　持っことと，手続き獲得により逃避行動が減少して持

ている。上位グループにおいては，対象と視線を倉わ　　続性が出ていた。しかし観察した上位グループ49名，

せることや，微笑み返しができていた。McAlpineら　　下位グループ48名に死亡養はなく，　Mossら17）の述べ

の報告する6つの感情表出のみでなく，さらに相手に　　るほど常同行動を持つ自閉的な者の死亡率は高くなか

対する好き・嫌いの感情が育成されていて，好みの合　　った。

う者同士の集団もできていた15）。数名の園生は集団で　　　下位グループでは職員の誘導による集団参加が多く，

リーダーシップをとることや，他の園生に対する思い　　常同行動，自傷，口に関する習慣は25年間で変化がみ

やりの感情がみられたことは注目される。　　　　　　　られなかった。反社会的行動の緊張・落ち込み・不安

　その場における相手の感情を敏感に感じ取るため，　　・不眠・興奮・多弁などの気分状態に対しては，当施

職員の対応としては反社会的行動やかんしゃくといっ　　設の精神科医師が抗精神薬あるいは抗けいれん蘂を定

た行動の改醤のみを考えて，行動を抑制するばかりで　　期的に調節することと，担当職員が園生の性格とその

なく，園生の理解していること，できることを認めて　　場の気分状態を把握して，逃避行動に対応したことに

支えていくことが重要であった。対人関係でトラブル　　よって作業へ方向づけることができた。

を起こしやすい人は，逆に集団参加において変化しう　　　上位グループの園生は楽しんでいる時の表情が明ら

る人で，このような人に対しては問題行動のみにとら　　かで，集団の雰囲気に溶け込んでいるかどうかを容易

われず担当職員が対社会にむけて対象関係が成育され　　に把握できた。25年を経ても楽しみの感情表出能力は

るよう，受容的に接することが肝要と思われる16）。　　　　衰えず，運動能力と持続力を維持できており，自傷に

　下位グループについては，口に関する習慣，常同行　　伴う逃避行動19）が減少し，外界への興味を持続できて

動が多い。50歳から65歳の下位グループでは，自閉的　　いた。

な行動特徴が目立つようになった。そこで下位グルー　　　なお佐ma2°）は最璽度・重度精神発達遅滞の意思伝達
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最璽度・重度精神発達遅滞者の手続き能力とその変化

能改善の可能性を述べているが，実際に25年間集団訓　　る場所をわざと妨害する・指示されたことと逆のこと

練を続けて，疎通性が保たれていたという報告はこれ　　をする）に類似して，受容的に接することにより対象

までにない。当園では施設の雰囲気や環境が園生に及　　関係と主体性が育つ行動であった。手続きを獲得でき

ぽす影響を考鷹しながらZl｝”UU），疎通性を育てるため　　た園生は高齢になっても疎通性が保特できていた。

に職員と園生が1対1の割倫で付き添い，気分変動を　　　興味深いことに，上位グループの反祉会的行動を持

細かく観察して作業・課題の集団活動を週4回行った。　つ園生は高齢になっても集団参加に加わる意欲がみら

　上位グループでは手続きと目的を理解するのに2年　　れたが，下位グループの依存的性格の園生は集団参加

から3年を要し，作業に持続性が出てくるのに11年か　　への意欲がなく，体力維持のみの生活になっていた。

かった。その後は職員の声がけで自発的に自分の得意　　すなわち疎通性のとれる園生は暴れん坊で，不機嫌に

な朋具を選択9｝でき，用具に名前があることも理解し，　　なると反社会的行動をとるため職員の手をやかせてい

作業が終わると後片づけまでできていた。しかし，反　　た。このような園生は自己中心的性格を持っているが，

社会的行動は不眠をきっかけに激しくなったり，対象　　むしろ上記のような反社会的とはいえ，活動性や疎通

への要求手段が受け入れられない時，機嫌が悪い時に　　性が非言語的交流を社会性に結びっける慕盤になった

出現していた。グループ活動にまとまりが出てきたの　　と思われる。

もli召和58年からで，参加する回数が多い園生は職員と　　C　適応行動尺度（ABS）第一部領域・第二部領域

のやりとりが活発で，対象関係ができていた。　　　　　　に関する変化

　下位グループでは50歳を過ぎると下肢の運動能力に　　　今回の研究結果によると，第一剖≦領域（ABSの第

顕著な老化がみられ，対人関係においても能力の低下　　一部領域）の上位グループ園生は，第二部領域

がみられた。自発性に乏しく，室内での自閉的な遊び　　　（ABSの第二部領域）において反社会的行動が目立

が続いた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　った。上記第二部領域の適応行動尺度による点数の低

B　非言語的交流の変化　　　　　　　　　　　　　　　い反社会的行動の目立つ者は，経年的にみると適応能

　当園生の精神年齢は6ヵ月から2歳後半のレベルで，　力が上がった。同時に今回の研究によると，高齢にな

対象関係が成立する時期にあたる241皿2η。その頃は喬　　っても適応能力のある園生は相変わらず第二部領域の

語によるコミュニケーションは十分にできる段階では　　反社会的行動の点数が低い（反社会的行動が目立つ）。

ないが，非言語的な情報をとり入れて表現している時　　逆に需うと，反社会的行動を示した者の方が高齢にな

期で，表出言語に比べて，雷語理解は可能である。精　　ってもなお元気で集団参加をしていた。すなわち，一

神発達遅滞者の言語習得能力については，田中2S）が述　　般健常人の場舎と異なり，これら最璽度・重度精神発

べているように，個々の発逮レベルを正しく見極めて，　達遅滞者の場合は，反社会的傾向のある者の方が長期

それぞれに受け入れられるコミ＝＝ケーションの発達　　的にみるとかえって社会適応性が良くなることが判明

を促すことが必要と思われる。前言語的段階（本格的　　　した。

言語獲得に至らない段階）にある場合は，言語の発達　　　なお，手続き能力評価に用いた適応行動尺度は，

は期待できないため，この段階では言語理解の発達を　　Nihiraら30｝とNihira3i》s2）が米圏精神薄弱学会（Ameri・

促すことに意を用い，自分の要求や感情表現を音声に　　cal〕Association　on　Mental　Deficiency）の適応行

よってできるよう，個々のレベルに戻って受け入れる　　動についての概念規定を基に作成した内容を日本版に

ことが必要で，感情のレベルに訴えて発声が誘発され　　したものである。適応行動尺度は二部構成になってい

るような雰囲気づくりが必要である。　　　　　　　　　て，第一部ではAAMDの原尺度を基にして日本での

　当施設では訓練科の集団作業を通じて，園生の発声　　調査を考慮して改訂したもので，先に述ぺたように手

と表情・身振り・手振りから，その場の気分変動を職　　続き能力や習慣2｝30）33）がわかる。第二部は，日本での

員が把握できて，疎通性がとれる雰囲気づくりが行わ　　調査結果に基づき，性格のゆがみと不適応行動を測定

れた。非冒語的交流のできる園生は運動能力も発達し　　するために作られたものである。われわれの結果瓦

ていて，訓練で手続きを獲得し，感情表出の手段をも　　にみられるように，IQよりもABSの方が日常生活能

って対象関係を育てることができた。反社会的行動は　　力に関する予後予測について儒頼性の高いことが判明

2歳後半の発達過程でみられる反抗期の反対行動29｝　　した。

（自分の好きな園生をいじめる・人の使おうとしてい
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4　高齢になっても集団参加できる上位グループでは

　　　　　　　　VI結語　　　　　自己中心的雄格が多く諜匿滲力［1できない下位グ

1　昭和47年4月から平成9年4月に翌る25年間の経　　　ループでは依存的性格が多かった。

過をみると，上位グループの園生では対象を謂知し　　5　鍛重度唾渡精神遅滞者にr銅しては，従来のよう

た衝動的行動と，逃避行動，肉閉的行動の自傷，口　　　な知能指数（IQ）を戴視した評価ではなく，適応行動

に関する翌慣が滅少していたc，また，反社会的行動　　　尺度（ABS）による評価の方が予後予測性が高か

については無方向性の興誰享・攻繋が減り，対象関係　　　った。すなわちABSのうちの「手続ぎ」獲得の経

を育てることができていた。下位グループでは自傷，　　年変化をみたところ，上位グループとド位グルー一一プ

ロに関する習慣，常同行動について変化がみられな　　　では顕著な差が出ていることがわかった。

　かった。

2　反社会的行動傾向のある最重度・煎度精神発達遅　　　本論文の要旨は第17回儒州精神宇ril経学会（EI本精神

滞者の方が長期的にみると，かえって社会適応性が　　神経学会支1芽K会，1998年10月17日）において発表した。

良くな・，ていた。　　　　　　　　　　　　　　　　　稿を終えるにあたり，御指導いただきました僑州大

3　50歳を過ぎると加齢に伴う変化が顕著で，上位グ　　学晦学部精神医学教室教授吉松和哉先生，東京都八ー

ループは運動能力と持続力があり，65歳になっても　　子福祉園医務科長平山雅清先生に深謝いたします。こ

対象関係が保たれ，自発的に集団参加していた。し　　の研究は東京都八王子福祉園訓練指導科の御協力によ

かし下位グループは歩行障害・視力障轡が出現し，　　り行った。なお適応行動尺度の使用については旧本文

運動能力と持続力が低かった。　　　　　　　　　　　　化科学社の了承を得ている。
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